
特集流通システム化

ボランタリーチェーンのシステムイヒ

漂回陸雄

1. 理想システムへの 4 つの発展段階

ボランタリーチェーン(以下VC) とは，一般

の独立した小売店が l つの共同組織をつくり，本

部では共同仕入れ，共同宣伝などいろいろな販売

促進活動を行ない，加盟小売店は独立性をもちな

がら販売活動に専念するシステムである.

ここでは食品vc である Tチェーンをモデルと

して取り上げ，現状の改善という第 l ステッブか

ら理想的なモデ、ルの第 4 ステップまでを設定し，

そこで期待される効果をシミュレーションにより

分析した.

まず，ここでいう理組システムとは図 l に示す

ように， vc本部，配送センターおよび加盟店と

の聞の情報交換はオンラインで行なわれるモデ、ル

である.すなわち，

o加盟店の販売情報(どうし、う商品が，何個売れ

たか)は，端末機から本部ヘオンラインで送ら

れる.

[VC ネ y 卜ワク〕

図 1 ボランタリーチ zーンの理想システム
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。本部のコンピュータは，送られてきた情報の集

計，加工を行ない，他の加盟店の情報をも含め

て，チェーン全体の情報として，売上げ状況，

売筋商品などの分析を行なう.

。本部では販売情報にもとづ、いて，加盟店の商品

管理を行なう.そして補充が必要な商品は，コ

ンピュータから自動的に配送センターに出庫指

示がだされ，配送計画により加盟店に配送され

る.つまり，加盟店は販売情報を本部に送るだ

けで商品が自動的に配送される「オートマチッ

グ・サプライ・システム」であるため，発注商

品・発注量の決定などにわずらわされることな

く，販売に専念できるわけである.

。加盟店の配送数(配送ロット)は販売情報によ

り，加盟店ごとに設定されていて，しかも一定

期間ごとに自動的に修正される.

。配送センターの在庫量も同様に標準在庫量以下

になると，自動的に仕入先に発注される.

。締切日には加盟店に請求書がコンビュータより

発行される. (代払商品がある場合には，

それも含まれる)

0加盟店情報，あるいはモデル店(本部直営

店に多L、)情報によって加盟店の診断を行

ないスーパーパイザーの指導資料とする.

0販売情報の分析，加工によって，新規取扱

商品の選定，新商品の開発などチェーンの

今後の方針決定資料を作成する.

このような理想システムをvc情報ネット
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表 t 発展段階とシステム化の内容

I ~^::7:/ 1::0 ;L - 3l システム化の内容導入コンピュータ ------------ --1 一 l 一一一一一
| 店舗関係 | 本部関係 | 配送センタ一関係

|①商品コードによるコード・|①本部組織体制の機能的確|①入庫・出庫伝票のチ
l プツクの作成と利用 l 立をはかる | 五の徹底
②補充発注作業マニュアルの|②受注業務のマニュアル化|②定期・定ノレート配送
作成と遵守 ! と実施 i の実施

③商品コードによる補充発注|③在庫管理を正確に行なう!③棚卸作業の定期化
の遵守 |④仕入業務のマニュアル化 i

g発注目の遵守 | と実施 | 
陳列在庫のチェック，棚卸|⑤マーチャンダイジングに|
の定期化 | 必要な資料の整備 | 

⑥現金管理報告の作成

酢本ム|本部に小型コンピュ l ①オーダーブックによる発注ゆ受注，発注業務のシステ!①ロケーション管理の
支部化!ータを導入 |の徹底化 いれム化 ー |適正化
よ手 γ の②そのための陳列・在庫管理川.ID*経理業務のゾスアム化 |②ダイヤグラム配送の
七!ス段 の適正化 |遺マーチャンダイジング資| 実施
げ階| I j怖のシステム化

店舗にオフライン・|①商品構成の適正化 |①スーパーパイジング資料|①荷役・配送の効率化
ターミナルを導入 |②什器の標準化 | のシステム化 1 ②マーキング，ラベリ

③陳列， レイアウトの標準化 i ②店舗指導マニュアノレの作| ングの集中処理
g在庫管理方法の標準化 1 成と利用 i 
①~④の補充発注のシステ l ③マーチャンダイジングの|
ム化 1 高度化 | 

④集中在庫管理システム | 

トシ|本部に中型コンピュいD自動発注システムの確立 i ①オートマチック・サプラ|①物流のシステム化・
第 11 ス|ータを導入 |②陳列・レイアウトの高度化| イシステムの確立 | 計画化
四|タテ|店舗に POSシステ②マーチャンダイジング情 i ②流通加工の大幅な合
ス|ルム!ムを導入 報・スーパーパイジング! 理化
テ|・化|配送センターにオン 情報の高度化
ッ! の|ライン・ターミナル③マーチャンダイザー，ス
プ l 聞を導入 ーパーパイザー管理資料

階 の充実
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ワークの完成段階として考え，そこに至るシステ

ム化の発展段階を表 1 のように 4 段階に分けるこ

とができる.

2. 発展の諸段階

(1)標準化の推進(第 l ステップ)

第 l ステップは，システム化に先立つ標準化推

進の時期であり，第 2 段階のコンピュータ利用に

移行するための準備段階である.

加盟店の発注担当者は，決められた日にマニュ

アルに定められた方法によって，発注する商品を

オーダーブックに記入し，電話で本部へ連絡す

る.このとき，すべて商品番号(コード)により

発注し，週 2 回の定期発注である.

加盟店からの発注により本部受注担当者は，発

注マニュアルに示される手順で受注処理を行な

い，出荷指図書を配送センターに送る.
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(2) VC本部のシステム化(第 2 ステップ)

第 2 段階の最大のねらいは本部のコンビュータ

利用によるシステム化である.本部での受発注業

務，経理業務およびマーチャンダイジング資料な

ど本部の主たる業務がシステム化される(図 2). 

配送センターではコンビュータで指図された集

荷票によって商品をまとめて集荷し，配送指示蓄

により店別に分荷するので，効率的になる.

本部

図 2 第 2 ステ..，プの受発注・配送のシステム
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図 3 第 3 ステヴプの受発注・配送のシステム

加盟店への配送は週 3 回，ダイヤグラム配送を

行なう.

(3) 店舗のシステム化(第 3 ステップ)

この段階では店舗のシステム化に焦点をあて，

店舗における補充発注，陣列・在庫管理など商品

管理のシステム化を確立する(図 3) . 

第 2 段階までは加盟店側に主体性をもたせてい

た補充発注を，この段階からは加盟店から在庫情

報を本部へ報告するだけになる.

本部では店舗の在庫情報をもとに，自動的に最

適発注(受注)量を算出しであるので(一定期間

ごとに修正)，それにより店舗へ配送される.

このため店舗では随時商品の在庫情報がつかめ

る AICS(Automatic Inventory Control System) 

や EOS (Electronic Ordering System) などの

POO(Point Of Order) 装置およびこれらで集め

たデータを本部へ伝送する装置が必要とされる.

(4) ネットワークの完成(第 4 ステップ)

第 4段階はで述べた流通情報ネットワーク

が完成し，本格的チェーン活動を展開できるよう

になる(図 4 ). 

店舗システムと VC本部システムとの高度な連

係によって，労働集約的な受発注作業を大幅にな

くした「オートマチッグ・サプライ・システム」

の導入と最適な物流システム化が実現される.

第 4 段階の目標の l つは，店舗における補充発

注の完全自動化である.店舗に POS (Point Of 

Sales) システムを導入することにより，販売時点

で、バーコードなどから自動的に商品情報が正確に
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仕入先

配送 f宗

図 4 第 4 ステ・7 プの受発注・配送のシステム

読みとられ，これを本部へ伝送することによって

自動的に商品が供給されてくるシステムである.

特売商品の発注などを除いて，発注作業のほとん

どをなくすことができる.

第 3 段階での機械化と VC 本部集中管理によ

り，店舗での商品管理業務が大幅にVC本部に転

嫁される.残されたおもな業務は販売と現金管理

および実地棚卸のみである.

本部では店舗から販売情報が送られてくると，

ただちにコンピュータで各店別，商品別の在庫管

理を行なう.すなわち，発注点に達した商品の情

報を商品別，店別に分類し，集荷・配送情報をオ

ンラインで配送センターに送る.

住入先に対する発注は，発注点に達した商品を

仕入先別に分類し，オンラインで「情報センター」

(コンソリデーションセンターともいう)を介在し

てそれぞれの仕入先に伝送される.

3. システムの評価方法

情報ネットワークシステムを導入した場合の効

果を測る尺度(評価尺度)には，もっとも代表的で

理解しやすい営業利益を取り上けーた.すなわち.

営業利益=販売額一仕入れ原価一総流通費

とし、う 3 つによって，決められるものである.な

お，分析においては，仕入れ原価率は一定に固定

している.

システム評価の方法については，規格的，標準

的な決め手は，現在のところ確立されていない

が，ここでは「シミュレーション分析」を使い，
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表 2 M店の物流活動の現状 線 3 VC情報システム化の効泉

要 五丁一一蚤 j 内 容ー\\ :現状 21号乳繰・指標
，完悲惨L…~一九月間総叡発重量! 約 25m3 店頭陳列空総およびバ ー…匂一一

i グクノレ{ム空間と回転営業利益(月 )1 108.4(千円 )1 734.2(千円 )1 6.77倍
率から推計した. 一一……一…一一…一一…トー … … ~ 一

単 品 料ヲ叩アイテム休部仕入れの単品数 営業来日投率(月 )1 0剛 97% 4.5怖 4.68倍

店内問問山間分間~…の平:正五月LCRE♂!日￥:
単品発注口ツバ 約 l問分ド発注の愛 物流変比率 19.04% 15.4務;は務滅
i 発注あたり単約140アイテム; 一一 一一…一
事筆 中r':.IJ."7'V'/ "' / ........ 1 平均在隊量 13.71m3 i 7. 39m3 i 46%減

i 護霊あたり喜三! 約 3.0m3 I 擦懲}織において)! 1 .. ht  UU  

配達すード・引 2 日時注してから入術家で商品聞紙本 (月間)1 ・ 801m! 4.81凶 2.67倍
イム の呂数 一一一一一一一一…一一一一

o N 1 取扱品自動 叩配送サイクル HI 週明配送 (ドライ食品のお 7067イアム ム 2.08倍

安全時日数 4山σ 店発起官 ,… 
時変動係数1.0 輔単位の需要襟輔 {人件記引のバ(千円);

議は符の平均販売示吉正叩受正義一 i一一一 一 i
騨度とみなす・ (人件費)(月 )1 36.3(千円 )1

店頭陳列空間最 13.72m3 I陳列棚のレイアウトか店銀管潔婆 {月 )/150. 似明守山
i i ら計算 i 二二斗千二j

。

;}異動発注ガ
。

。 1パックノレーム
;の緩 iた

流システムを規定する政策条件を設定する.政策

条件が設定されると一速の数式によって，種々の

流通コストが求まり，最後に評価尺肢である営業

利益が決定される.モデルの内部では，営業科識

が最大となる EOQ (議選経済発注鐘)を再度モ

デルに代入して，最適解を求めている.

さらに評儲分析の対象はTチェーンに加盟してい

るもっとも典型的な践舗である日店を取り上げて

いる.

そのMJ菩の物捷活動部の現状を表 2 に示す.

& シミュレーシ議ン・モデルの構成

政策条件

モデルの構成t玄関ラに示されるように，まず物

4軽減/j緩式

会計/j緩式

評{菌/jf皇室t
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情報ネットワ吋タを導入するか

パックルームをもつか

喜E送-IJ"イクJV\;\:侭毘か
書5送 lJ i'"タイムiま符箆か
安全在擦はどの f らいか

晶
取
遜b
h
{
E
9
0

を
求
め
る
〉

男爵妓発援はどれぞちい?
取緩い商.ll，アイテム数!P
liè送あt: Q の童El義援守アイテム数?
穣列在庫II~ どれだけか? 等

販売額IP 陳列費I~ ? 
仕入療官邸主? 保管費(:1 ? 
総物流貨は? レジ費(;1? 
発注費iま? 変送費IP
受注費I;t? 画定費!i7
袴役費iま? 毒事

営業利益=販売聖書一仕入康領一物流費

図 5 シミュレーション・モデルの構成

5. 営業利益は 4.7 借!と

3 はシミュレーシ認ンによる結

果である.

ネットヴ{グ最適化とは，情報ネ

ットワークシステムを導入して，そ

れを最適化した場合で，営業利益率

は 4.54% と現状の 4‘ 7倍まで増大し

ている.これは第 i には綴売額の増

大 (44.3%増)であり，第 2 には流

通費家の削減(約 4%) によっても

たらされたものである砂

この効果を段構別にみたのが表 4

である.もっとも大きいのが第 3 段

階で全効果の6 1. 6%，ついで第 4段

構の 19.8%などとなっている.
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表 4 段階別の効果

(千円)

一 一 l 営業矛凶 l 改善布石
①現状 108.4 0.0 

② 第 1 段階の完了

発注点を定め，安全在庫を削減する.そのために安全在庫係数を2.0から1. 5 157.3 48.9 

へ短縮する.また， EOQは 17 日から 16 日へ短縮する.

③ 第 2 段階の完了

本部EDP化により，配送リードタイムを 2 日から， 1. 5 日へ短縮する.

また，安全在庫係数は1. 5から1. 0へ短縮する.

180.9 

225.2 

23.6 

44.3 

④ 第 3 段階の完了

受発注のオンライン化により，情報ネットワークは，ほぼ確立される(ネッ 610.5 385.3 

トワークあり).

④ 第 4 段階の完了

店舗では，バックルームを廃止する. この結果 EOQ は 1 2El から 6 日にな

る.

706.9 96.4 

配送リードタイムを 15 日から 1 日へ短縮する.

安全在庫を最適化する(在庫係数を1. 5から0.51こする).

合計

6. 最適情報ネ '"1 トワークシステム

最適ネットワークシステムを要約するとつぎの

ようになる.

①各加盟店には POS システムが導入され，本部

と店舗聞は，公衆通信回線によりオンライン化

される.

②バックルームは原則としてもたず，平均 6 日分

の販売量の小ロット配送体制がとられる.

③翌日配送，週 2 回配送体制がとられる.

④店舗からの補充発注は無人化され，オートマチ

ック・サプライ・システムが完成する.

⑤店舗での取扱い品目数は倍増する.

727.7 20.8 

734.2 6.5 

625.8 

以上， Tチェーンを例に大胆にモデル化し，そ

の効果を定量的に予測してみた.しかし，ここで

は省略しであるが，予測の前提として多くの仮説

や努力目標(当たらずとも遠からずと思っている

のだが)をモデルに代入しての結果であることは

やむを得ないし，またその点をおことわりしてお

きたい.

ふかだ・むつお 1947年生

(財)流通システム開発センター 研究員

:略歴:電気通信大学，日本無線(株)を経て現在に至 i

る j

:専門:情報システム論 i 

全世界の OR に関する文献の Abstracts 専門誌

IAOR を活用しましょう
IAOR(International Abstracts in Operations 

ResearchH '1, IFORS(lnternational Federation 

of Operational Research Societies) が発行して

いる，世界のOR関係の論文および単行本の英文ア

ブストラクト誌です.年 4 回発行され，約 1 ， 200 編

のアブストラクトが収録されています.カバーされ

ている雑誌は，主要なものだけでも 50種を超えてい

1977 年 8 月号

ます.

内容は，モデノレ，実施例，理論の 3 つの部門にわ

かれ，その中がさらに細かく分類されています.著

者索引および非常に詳細な項目索引もあって，文献

を探すのにとても便利です.定期購読料は年丸 600

円，お申込は学会事務局へ.パックナンパーもあり

ます.

495 © 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.




